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 「ささのは さらさら のきばにゆれる」   この歌は昭和１６年（１９４１年）の文部省発行『うたのほん 下』に掲載され

て、以来日本中で歌われるようになりました。作曲者は埼玉県や越谷とも関わりのある人でした。 

市内の谷中や三野宮では、七夕の日にはマコモ（真菰＝イネ科の多年草）で作った二頭の馬を２本の笹竹と共に飾

り、野菜の初物を供え、後にそれらを川に流すという行事があるそうです。（『越谷市民俗資料』昭和４５年発行） 

 

 

 

現代はスマホやケイタイで手軽にいつでも何枚でも写真を撮ることができます。各家庭に１台のカメラが普及するよ

うになったのは高度経済成長の時期（主として１９６０年代）でした。それ以前は写真に撮られるのは、多くの人にとって

は学校への入学や卒業、冠婚葬祭の時くらいでした。そういう時代の集合写真から当時の世の中が垣間見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上の４枚の写真は古い順に A～D です。ではそれぞれの時期やその当時の社会状況はどうだったのでしょうか。 

 

A＝明治４３年（１９１０年）越ヶ谷尋常小学校卒業記念（越谷市教育委員会蔵） 

男児は絣
かすり

の着物に袴
はかま

を着け、学帽を被っています。頭髪はおそらく坊主頭です。女児の着物の柄は男児より少

し華やかです。髪形は多くが稚児
ち ご

髷
まげ

です。 
 

B＝大正１５年（１９２６年）越ヶ谷尋常高等小学校尋常科卒業記念（越谷市教育委員会蔵） 

男児は別に撮っています。女児の髪形は明治期より変化が見られ、おさげ髪も見られます。「A」も「B」も普段より

改まった服装です。両方に写っている先生もいます。 
 

C＝昭和２１年（１９４６年）大沢国民学校（大沢小学校蔵） 

低学年の児童でしょうか。終戦直後の状況がはっきり見えます。担任の女性教師と児童の履物は下駄です。担任

の先生と女児はもんぺ姿です。男児は坊主頭で女児はおかっぱです。１クラスに５６人います。 
 
D＝昭和３０年代（１９５５年～１９６４年）出羽小学校４年生（出羽小学校蔵） 

終戦から１０年以上経つと、人々の生活も以前よりは少し豊かになってきた様子が見えます。履物は全員が靴で
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すし、普段着の服装でも種類が多くなってきました。男女の頭髪も同様です。高度経済成長の最中でした。 

 

それぞれの写真が撮影されたのはどういう時代だったのでしょうか。今月３０日から市役所１F の多目的ホールで開

催される展示（後述）ではこのことにも触れたいと考えています。 

これらの写真をじっくり見ていると、その当時、懸命に生きていた人々の息遣いが伝わってきそうです。心の中で対

話する方もいらっしゃるでしょうか。そうしたことは、今私たちが同じ所で生活しているから感じるのかもしれません。 

 

 

 

今や大人も子供も歌える歌が少なくなった感じがしますが、「たなばたさま」はどうでしょうか。子供用に作られたも

のですが、歌詞の中には現代の日常ではあまり聞かれなくなった言葉もあります。教科書ではひらがなで表記されて

いますが、言葉の意味をとらえるために漢字を用いて表すと左のようになります。 

「軒端」は「軒の端、庇
ひさし

」のことですが、「軒」や「庇」の言葉もあまり聞かれませんね。「金銀 砂子」は「金粉や銀粉」

で、満天の星々、特に天の川の様子を表しています。「五色の短冊」は「青、赤、黄、白、黒（紫）の細長い紙」ですが、中

国の陰陽道
おんみょうどう

に因むものだそうです。 

さてこの作曲者は北埼玉郡原道村（現・加須市）出身の下總皖一
しもうさかんいち

です。「たなばたさま」以外にも「野菊」や「ゆうやけ

こやけ」、「花火」などを作曲しています。さらに全国の多くの学校の校歌も手がけていて、越谷市内でも越ヶ谷小学校

や南中学校の校歌も氏の作品です。 

 

 

 

昨年度は開校１５０周年を迎えた小学校が８校ありました。わが国の近代教育の歩みを示す貴重な史料が市にも多

く残されていましたので、それらを構成した展示を行いましたが、今年はそれを再編集して展示できることになりまし

た。（すでに市のホームページや『広報こしがや』でもお知らせしています。） 

その概要をご紹介します。 

 

令和６年度企画展 「越谷から見た近代教育１５０年」 

会場：市役所エントランス棟１F 多目的ホール 

【前期展示】 ７月３０日（火）～８月８日（木） 

「江戸末期の寺子屋～大正期の学校と子どもたち」 

・寺子屋ではどんな勉強したの？  ・寺子屋の先生ってどういう人？ 

・江戸時代になぜ寺子屋を始めた？ 

・明治５年に市域に出来た学校が２０校以上？  ・明治時代の学校ではどんな勉強をしたの？ 校則や授業料は？ 

・大正期の教育や文化ってどんな様子？ 小学校以外にどんな学校が越ヶ谷にはあったの？ 

 

【後期展示】８月１０日（土）～８月２９日（木） 

「昭和初期～現代の学校と子どもたち」 

・アメリカから贈られたのはどんな人形？ 

・昭和１６年から小学校の名前が変わったのはなぜ？ 

・戦争中、学校ではどんなことをしていたの？ 

・終戦後、学校の様子はどのように変わったの？ 

・越ヶ谷高等女学校（現・越ヶ谷高校）の生徒はどんな学校生活で、どんな 

ことを考えていたのでしょう。 

・戦争の痛手からどうやって生活を立て直したの？ その時学校では？ 

  

多くの皆様のご来場をお待ちしています。 

 

 

 

（薄い石の板です。何に使ったのでしょう。） 

 

（漢字書取テスト：いつ頃の何年生？） 


